
１ 女性に対するあらゆる暴力をなくそう

２ 女性の健康を支援していこう

社会的性別（ジェンダー）の視点
「社会的性別の視点」とは、「社会的性別」が性差別、性別による固定的役割分担、偏見などにつながっている場合もあり、これらが社会的に作ら

れたものであることを意識していこうとするものです。
「社会的性別」は時代とともに変わるものですが、「男性はこういうものだ」「女性はこうあるべきだ」と決めつけてしまうと個人の能力や選択肢

を狭くし、個人の能力を発揮する機会を奪う危険があります。
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●ＤＶに係わる相談件数の推移（鳥取県）
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●人工妊娠中絶実施率の推移（鳥取県）

【資料：鳥取県子育て支援総室調べ】 【資料：厚生労働省「保健・衛生行政業務報告（衛生行政報告例）」】

実施率は総数に対するものであり
15～49歳の女子人口千人対。
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○ 乳がん検診受診率 ２４．０％（H16） → ２６．１％（H18） → ４０．０％（H23）

○ 子宮がん検診受診率 ２０．６％（H16） → ２３．８％（H18） → ４０．０％（H23）



・あらゆる場面で、「男女共同参画」の視点に立った教育が行われます。

・性別にとらわれないで、一人一人の個性を伸ばす教育が行われます。

学校では

職場では

→ 小・中学校での教育は、子どもた
ちの人格形成に大きな影響を与え
ることから、小・中学校での「男
女共同参画」の視点に立った教育
は、重要です。

→ 女性の社会での活躍の機会が増
える中、男性も家庭や地域社会
に積極的にかかわることが必要
です。そのためには、男女がと
もに職場における働き方を見直
すことが必要で、企業も、従業
員が時間や場所にとらわれない
様々な働き方が選べるよう勤務
形態を考えることが必要です。

・自分の意思によって、男女が

かわりなく「人」として能力を発揮できる職場環境となっ

ています。

・男性も働き方に対する考え方を変え、仕事中心から、

家庭や地域活動とのバランスのとれた働き方をします。


